
仙 台 藩祖伊達 政 宗公は ､ 戦 国 の 乱 せを生き抜 い た武将 であると同 時に ､ 和 歌

茶遭 ･ 香草などにも寿でた｢ 文 人｣ であり､ 湊涛も3 0 余首残しています｡ この 講 座で【

政 宗公 の 渓涛を読み 味わ い ながら､ その 人となりや奥意識 ､ 同 時代 人との 交流など

を凍 っ て いきます｡ 前 回 の 大 好 評 に 引き続き､ 舌 典 の 日 ( 1 1 月1 日) の 行事と

して第2 講を､ 開 催することに なりました｡ 初 めてク〕ご披 講 ､ 大 紋 聖 です,一)

宮城県漢詩連盟主催

漢詩養賢講座

講師

宮城教育大学公開講座 ｢ 漢詩

ゆったり鑑賞講座｣ でおなじみの

島森 哲男 先生

(宮城教育大学数授)
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■養 育男(しまもり てつ お) 先生 のプロフィ ー

ル(抜粋)

博一9 年､ 千葉県生まれ｡ 東北大学文学部卒業後 ､ 同大学大学院博士課程♯了 ｡ 現在 ､ 宮城教育大学教授 ｡ 専門は中国思

想､ 特に先妻時代 の諸子百家から漢代 に及 ぶ思想を研究対象とする｡ さらに 問題史的な観点から中国古代の時間論 ､ 夢の

観念､ 異界観､ 冥界観などを研究してい る｡ また杜甫や蘇東填などの持と思想につ いても関心が深い ｡

( 主な著暮) ｢ 四字熟持( 講談社現代新書) ｣ ､ 共書暮に ､ ｢ 四字熟桔の泉( 講談社)｣ ｢ 鑑暮中国の古典( 3) 孟子 ･ 玉子( 角川暮

店) ｣ ､ ｢ 続 漢字の泉 ､ 続々 ･ 漢字の泉( 河北新報社)｣ など｡ 論文に｢ 伊達政宗漢詩校釈｣ などがある｡
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● 曇 ■ / 仙 台 市 布 民 活 曲 サポ ー トセ ンタ ー ( 引離)

仙 台市 書 纂 区 一 ■町 四 丁 目 1 - 3

● 時 間 / H ‖持 3 0 分 - 1 5 時 8 0 分( 責付 M 始
･

川 嶋)

● 暮 理 蓼 / 1 0 0 0 円 ( 責 料 代 ほ か)

● 申 込 み 先/ 音 域 ■漢 詩 1 貴 書 書局( も : 0 0 0
一 T O 8 丁 - 3 T l O )

〒 9 8 ト 1 1 0 ヰ 仙 台 市 大 白 広 中 田 8 - 8 - 1 - 7 0 1

ホ ー ム ペ ー ジか らも申 込 みで きます ｡
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･ 地下鉄広濃遷駅西 5 書出ロを出たところ


